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小美玉市におけるパーチェシングカードの導入支援について 

 

 常陽銀行（頭取 秋野 哲也）は、このたび、小美玉市における「パーチェシングカード」

の導入を支援いたしましたので、下記のとおりお知らせします。 

「パーチェシングカード（以下、「本カード」）」とは法人や地方公共団体を対象に発行

する企業間取引用のクレジットカードです。本カードを利用し、各部署で行っている公共

料金や経費などの精算を集約することで、経費精算事務の効率化を図ることができます。 

当行は、小美玉市の各部署で共通の課題となっている各種支払いの精算事務に注目し、

業務負担軽減施策として本カードを活用した業務プロセスの見直しを提案しました。 

小美玉市では、クレジットカード決済による「各部署における経費精算事務効率化」ならび

に「現金利用を抑制することによるコスト削減」を目的に、2024 年 12 月 25 日より本カード

を利用する実証実験を開始し、導入効果を検証しています。 

なお、パーチェシングカードの導入支援は、県内 2 市町村目になります。 

当行は、今後とも、お客さまの利便性向上および地方公共団体の事務効率化に向け、

キャッシュレス化の支援に取り組んでまいります。 

記 

1．小美玉市での実証実験について         

本カードを導入することで、紙の納付書・請求書に基づく公共料金支払いや各取引

業者への振り込みを、指定したクレジットカード番号での決済に集約します。 

従来のパーチェシングカードではカードを発行しないものが主流ですが、今回導入

したパーチェシングカードは、ご希望に合わせてカードの発行有無を選択いただけます。 

今回、小美玉市では、各部署において本カードを保有することで、これまで各部署が

それぞれ精算していた出張費や旅費などを会計課がまとめて決済できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各種請求と支払いが一本化されます。 



2．効果（小美玉市の効果） 

 支払いに伴う業務のデジタル化による、事務負担軽減・効率化が期待できます。 

 購買記録がデータ化されるため、購入支出情報が各部署で把握できるようになります。 

 カード会社に支払先が一本化されることで会計課において、事業者への支払業務に関する

事務負担が軽減されます。 

 本サービスはカードを発行することで現地での使用も可能となることから、出張時など

の各職員の立替負担が軽減されます。 

 

3．実証実験開始日 

  2024 年 12 月 25 日（水） 

小美玉市では、当該実証実験の結果を踏まえ、本格導入を検討しています。 

 

4．当行のパーチェシングカードの導入支援実績について 

  ・那珂市（2024 年 10 月より実証実験実施中） 

   https://pdf.irpocket.com/C8333/Bv1s/EDUT/IvSz.pdf 

 

以 上 
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